
～人生の奥義～

１．神の計画

　神は、人を通して彼ご自身を表現することを願っておられます（ロー

マ8:29）。彼の目的のために、彼は人を彼のかたちに創造されました

それから、神は言われた、

「われわれのかたちに、われわれの姿にしたがって、人を造ろう．」

あなたは考えてみたことがありますか？　あなたは何のためにこの世に生きて

いるのでしょうか？　この問いかけを解く、６つのキー（かぎ）があります。
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（創1:26）。ちょうど手袋が、手を入れるために手

のかたちに作られたように、人は神を内容とする

ために神のかたちに造られました。人は、神を受

け入れ内容とすることにより、神を表現すること

ができます（Ⅱコリント4:7）。

２．人

　神は彼の計画の成就のために、人を器として

造られました（ローマ9:21-24）。この器には霊、魂、体の三部分が

あります（Ⅰテサロニケ5:23）。体は、物質界の物事に触れます。

魂は、考える器官であり、心理的な世界の事柄に触れます。そして

人の霊は、人の最も深い部分にあり、神ご自身に触れ、受け入れる

ことができます。人が造られたのは、ただ食物を胃に入れるためで

はなく、また知識を頭の中に入れるためでもありません。人が器と

して造られたのは、神を霊の中に入れるためです（エペソ5:18）。

６．神の完全な救い

　再生の後、信じた者はバプテス

マされる必要があります（マル

コ16:16）。そして神は、命として

の彼ご自身を、信者の霊から魂へ

と徐々に拡大させます（エペソ

3:17）。この過程は造り変えと呼

ばれていて（ローマ12:2）、人の協

力が必要です（ピリピ2:12）。

信者は主に自分の魂へと広がっ

霊の中に

おられる

神

ていただくことによって協力し、ついには彼の願い、思い、決定はキリ

ストのものと一になります。最終的に、キリストの再来において、神は

信者の体まで彼の命によって完全に満たすでしょう。これは栄光化と呼

ばれています（ピリピ3:21）。こうして、損害を受け、空となった人の各

部分を、神の命によって満たし飽和させます。これが神の完全な救いで

す！　そのような人が神を表現し、神のご計画を成就します！
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３．人の堕落

　しかし、人が神を命として、彼の霊の中へと受け入れる前に、罪

が人の中へと入ってきました（ローマ5:12）。罪は、人の霊を死なせ

（エペソ2:1）、人の思いを神に敵対させ（コロサイ1:21）、そして、体

を罪深い肉へと変質させました（創6:3．ローマ6:12）。罪は、人の

三部分すべてに損害を与え、人を神から遠く離れさせました。この

ような状態により、人は神を受け入れることができなくなりました。

４．神の分与のための、キリストの贖い（あがない）

　しかしながら、人の堕落は、神の当初のご計画の成就を阻止する

ことはありませんでした。神は彼のご計画を成就するために、ま

ず初めにイエス・キリストと呼ばれる人と成りました（ヨハネ1:1、

14）。そして、キリストは十字架上で死ぬことにより、人の罪を取

り除き、人を神へともたらし、人を贖いました（ヨハネ1:29．エペ

ソ2:13）。最終的に、彼は復活において命を与える霊と成り、彼の

計り知れない豊富な命を人の霊の中へと分与することができるよう

になりました（Ⅰコリント15:45後半、ヨハネ20:22．3:6）。
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５．人の再生

　キリストが命を与える霊と成った後、人は今や、神の命を霊

の中へと受け入れることができます。これは聖書では、再生と

呼ばれています（Ⅰペテロ1:3．ヨハネ3:3）。この命を受け入

れるために、人は神に心の向きを変え、主イエス・キリストを

信じる必要があります（使徒20:21．16:31）。

再生されるために、開かれた純粋な心で、単純に主の前に来て、そして

彼に言いましょう:

主イエスよ、わたしは一人の罪人です。

わたしはあなたが必要です。

わたしのために死んでくださったことを感謝します。

主イエスよ、わたしを赦してください。

わたしをすべての罪から洗い清めてください。

わたしはあなたが死から復活されたことを信じます。

わたしは、今あなたをわたしの救い主とし、命として受け入れます。

わたしの中へと入ってきてください！

あなたの命でわたしを満たしてください！

主イエスよ、わたしはあなたの目的のために、

自分自身をささげます。

神へと心の向きを変え、神を信じる

神を人の中へともたらす


